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■ 時間 10：30～12：00　高野山大学201教室（4月15日のみ　開講式10:00）

高野山の魅力を体系的に学び、再発見するための講座です。どなたでも受講でき、興味や関心のある講座のみの受講もできます。

TEL 0736-56-2076 / FAX 0736-56-4831

　会場
和歌山県伊都郡高野町高野山385

高野山大学高野山大学

重文 四天王立像 快慶作（金剛峯寺）

■ 時間 13：00～15：00　高野山大学201教室

※基本講座・中級講座・体験講座とも
日程・内容は都合により変更する場
合があります

■ 高野山 現地講座  4月・5月の基本講座で案内します体験講座

基本講座受講料

主催／総本山 金剛峯寺　高野山大学　高野町　高野町教育委員会

基本講座 講義開催日 講　　師講 義 テ ー マ

6月   5日
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●月

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

フィールドワーク：高野山の真田一族の石塔（蓮華定院・奥之院）

当日　1,000円

年間　5,000円

※上記年間申込みは基本講座のみ

基本講座は年間通しての受講
予約を受け付けます。

●申込方法/官製はがきに氏
名・住所・電話番号・「年間受
講申込み」と明記の上、事務局
までお申込みください。
〈FAXでの申込みも可〉

事前申込み不要

（各回）

（予約制・8回受講可）

中級講座

当日　2,000円
（各回）

先着250名

※体験講座は年間受講できません。

事前申込みが必要です。
（申込み多数の場合は抽選）

体験講座

当日　1,000円

定員設定あり

中級講座
5月20日
6月17日
8月19日
9月16日
10月21日
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空海と最澄の交流と別れⅠ
空海と最澄の交流と別れⅡ
高野山信仰の中世 ―飛行三鈷伝承―
平安時代初期の社会と仏教 ―『秘蔵宝鑰』十四問答の世界―
空海と中国古典 ―『秘蔵宝鑰』第六住心より―

高野山大学 名誉教授

村上　保壽
高野山大学 名誉教授

村上　保壽
高野山大学 助教

浜畑　圭吾
高野山大学 助教

櫻木　　潤

4月15日
5月20日
6月17日
7月15日
8月19日
9月16日
10月21日
11月18日

高野の聖たち ―『高野山往生伝』をよむ―（1）
高野山の真田一族の石塔
真言密教の正体 ―精神世界に秘められた可能性―
曼荼羅の仏たち
高野山学僧の昇進次第（その１） ―白袈裟から緋衣へ―
高野山引摂院の常塔師が開版した亀龍院曼荼羅について
高野山の声明 ―南山進流―
高野山ゆかりの人々 ―ゴルドン夫人―

しょうたい

なんざんしんりゅう

ひ  ぞうほうやく

ひ  ぞう  ほう やく

高野山大学 図書館課長

木下　浩良

高野山大学 名誉教授

山陰加春夫
高野山大学 図書館課長

木下　浩良

高野山常喜院 住職

加藤　栄俊

高野山大学 学長

藤田　光寛

総本山金剛峯寺山林部長・宗務総長公室長

山口　文章
高野山大学 准教授

松長　恵史

高野山大学 教授

奥山　直司

高野山大学 教授

乾　　仁志

高野山大学 教授

南　　昌宏


